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(57)【要約】
【課題】データを用いて画像をレンダリングする場合に
、直観的且つ簡単にパラメータを変更、選択することが
できる超音波診断装置及び医用画像処理装置を提供する
。
【解決手段】複数のレンダリング条件を設定する設定手
段と、超音波撮像によって得られた撮像データを用いて
、前記複数のレンダリング条件のそれぞれに対応してレ
ンダリングされた複数のサムネイル画像を生成すると共
に、所定のレンダリング条件に従ってレンダリングされ
たレンダリング画像を生成する画像生成手段と、前記複
数のサムネイル画像を表示する表示手段と、表示された
前記複数のサムネイル画像から選択された所定のサムネ
イル画像に対応するレンダリング条件を用いてレンダリ
ング画像を生成又は選択するように、前記画像生成手段
を制御する制御手段と、を具備することを特徴とする超
音波診断装置である。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレンダリング条件を設定する設定手段と、
　超音波撮像によって得られた撮像データを用いて、前記複数のレンダリング条件のそれ
ぞれに対応してレンダリングされた複数のサムネイル画像を生成すると共に、所定のレン
ダリング条件に従ってレンダリングされたレンダリング画像を生成する画像生成手段と、
　前記複数のサムネイル画像を表示する表示手段と、
　表示された前記複数のサムネイル画像から選択された所定のサムネイル画像に対応する
レンダリング条件を用いてレンダリング画像を生成又は選択するように、前記画像生成手
段を制御する制御手段と、
　を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、予め記憶された情報に基づいて、前記複数のレンダリング条件を設定
することを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記複数のレンダリング条件は、仮想光位置、カラーマップ、ラジオシティ、輝度、テ
クスチャ、物体に対する光の散乱度合、物体に対する光の屈折度合、物体に対する光の透
過度合、空気に対する光の散乱度合、空気に対する光の屈折度合、空気に対する光の透過
度合、解像度、レンダリングを行う空間領域の範囲、レンダリングを行う空間領域の位置
のうちの少なくとも１つについて、レンダリングパラメータ値を設定するものであること
を特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示手段は、画面に接触することで前記複数のサムネイル画像から所望のサムネイ
ル画像を選択させるタッチスクリーンであることを特徴とする請求項１乃至３のうちいず
れか一項記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記レンダリング条件の変化に対応させて前記複数のサムネイル画像
の表示位置を制御することを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波
診断装置。
【請求項６】
　前記設定手段は、表示された前記複数のサムネイル画像から所定のサムネイル画像が選
択された場合には、当該選択された所定のサムネイル画像に対応するレンダリング条件を
基準として変更された複数のレンダリング条件を設定し、
　前記画像生成手段は、前記変更後の複数のレンダリング条件に対応する複数のサムネイ
ル画像を生成し、
　前記制御手段は、表示された前記変更後の複数のサムネイル画像から選択された所定の
サムネイル画像に対応するレンダリング条件を用いてレンダリング画像を生成するように
、前記画像生成手段を制御すること、
　を特徴とする請求項１乃至５のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記設定手段は、前記変更後の複数のレンダリング条件の変域を、前記変更前の複数の
レンダリング条件に比して小さく設定することを特徴とする請求項６記載の超音波診断装
置。
【請求項８】
　前記設定手段が設定する前記各レンダリング条件の変更を入力するための入力手段をさ
らに具備することを特徴とする請求項１乃至７のうちいずれか一項記載の超音波診断装置
。
【請求項９】
　前記レンダリング条件は仮想光源の位置であって、
　前記制御手段は、前記仮想光源の位置と前記各サムネイル画像の画面上での表示位置と
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が相対的に対応するように、前記表示手段を制御すること、
　を特徴とする請求項１乃至７のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　複数のレンダリング条件を設定する設定手段と、
　撮像によって得られた撮像データを用いて、前記複数のレンダリング条件のそれぞれに
対応するサムネイル画像を生成すると共に、所定のレンダリング条件に従ってレンダリン
グ画像を生成する画像生成手段と、
　前記複数のサムネイル画像を表示する表示手段と、
　表示された前記複数のサムネイル画像から選択された所定のサムネイル画像に対応する
レンダリング条件を用いてレンダリング画像を生成するように、前記画像生成手段を制御
する制御手段と、
　を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本実施形態は、超音波診断装置に代表される医用画像撮像装置を使用して得られたデー
タを用いて画像をレンダリングする場合に、直観的且つ簡単にパラメータを変更、選択す
ることができる超音波診断装置及び医用画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医用画像撮像装置により収集されるデータからの３Ｄ／４Ｄボリュームレンダリング画
像の生成は、医用視覚化の向上のための方法として益々一般的になってきた。そのような
技術は、それだけに限定されないが、超音波撮像、ＭＲＩ、ＣＴ、ＰＥＴなど、様々な医
用撮像方法に適用可能であり得る。
【０００３】
　例えば、振動子からの音波の送信および受信を使用する超音波撮像は、体内の構造を映
像化するために使用することができる。子宮内の胎児の撮像は、この技術の使用の良く知
られた例である。
【０００４】
　三次元（３Ｄ）超音波画像は、ソフトウェアを使用して、異なる位置または角度で取得
された超音波データを組み合わせ、簡単な表面シェーディングや直接的なボリュームレン
ダリングなどの方法を使用して、組み合わされたデータから画像をレンダリングすること
によって生成することができる。四次元（４Ｄ）超音波撮像システムでは、異なる時間に
得られる一連の三次元画像を動的にレンダリングして、移動する３Ｄ画像、例えば３Ｄ超
音波動画を生成する。
【０００５】
　近年、３Ｄおよび４Ｄ超音波画像は、特定の角度からの撮像物体の照明をシミュレート
する先進的な照明技術およびレンダリング技術（例えば、全体照明、勾配フリー照明、表
面散乱、または、光子マッピング）の使用により、写真のようによりリアルな描写になっ
てきた。
【０００６】
　光位置、カラーマップ、輝度、ラジオシティなどの最適なレンダリングパラメータの選
択は、医用画像撮像装置により収集されるデータから得られるレンダリング画像の画質お
よび現実性に大きな影響を与え得る。しかしながら、医用画像撮像装置の多くの操作者は
、特定の撮像状況にとって最適なレンダリングパラメータを探求し選択するための時間ま
たはレンダリング技術の専門的知識を有していない。また、いくつかの医用画像撮像装置
のインターフェースは、最適なレンダリングパラメータを探求し選択する場合において、
ユーザが望むほど直観的でない場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　目的は、超音波診断装置に代表される医用画像撮像装置を使用して得られたデータを用
いて画像をレンダリングする場合に、直観的且つ簡単にパラメータを変更、選択すること
ができる超音波診断装置及び医用画像処理装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、複数のレンダリング条件を設定する設定手段と、
超音波撮像によって得られた撮像データを用いて、前記複数のレンダリング条件のそれぞ
れに対応してレンダリングされた複数のサムネイル画像を生成すると共に、所定のレンダ
リング条件に従ってレンダリングされたレンダリング画像を生成する画像生成手段と、前
記複数のサムネイル画像を表示する表示手段と、表示された前記複数のサムネイル画像か
ら選択された所定のサムネイル画像に対応するレンダリング条件を用いてレンダリング画
像を生成又は選択するように、前記画像生成手段を制御する制御手段と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の外観を示した図である。
【図２】図２は、図１に示した超音波診断装置のブロック構成図である。
【図３】図３は、同一の撮像データにつき、それぞれ異なるレンダリング条件（同図の例
では、光源位置）に対応する複数のサムネイル画像を例示した図である。
【図４】図４は、サムネイル画像を用いたパラメータ調整機能において実行されるサムネ
イル画像の更新処理の流れを示したフローチャートである。
【図５】図５は、図３に示した複数のサムネイル画像５０が、当該更新処理によって新た
に更新されたサムネイル画像５０’を例示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係る超音波診断装置について説明する。なお、
以下の説明において、略同一の機能及び構成を有する構成要素については、同一符号を付
し、重複説明は必要な場合にのみ行う。また、本実施形態においては、後述するサムネイ
ル画像を用いたパラメータ調整機能を、超音波画像診断装置に適用する場合を例示する。
しかしながら当該例に拘泥されず、他の医用画像診断装置（例えば、Ｘ線コンピュータ断
層撮像装置、磁気共鳴イメージング装置、Ｘ線診断装置等）に適用するようにしても良い
。また、各種医用画像撮像装置によって取得された撮像データを用いて、パーソナルコン
ピュータ、医用ワークステーション等によって実現される医用画像処理装置に適用するよ
うにしても良い。
【００１１】
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の外観を示した図である。図２は、本実施形
態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。図１、図２に示す超音波診断
装置１は、超音波プローブ１２、入力装置１３、メインディスプレイスクリーン１５、制
御スクリーン２０、超音波送信ユニット２１、超音波受信ユニット２２、Ｂモード処理ユ
ニット２３、血流計測ユニット２４、ＲＡＷデータメモリ２５、ボリュームデータ生成ユ
ニット２６、画像処理ユニット２８、表示処理ユニット３０、制御プロセッサ（ＣＰＵ）
３１、記憶ユニット３２、インターフェースユニット３３を具備している。
【００１２】
　メインディスプレイスクリーン１５は、表示処理ユニット３０からのビデオ信号に基づ
いて、生体内の形態学的情報や、血流情報を画像として表示する。特に、メインディスプ
レイスクリーン１５は、所定のレンダリング条件に従って生成されたレンダリング画像を
表示する。
【００１３】
　制御スクリーン２０は、ＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｓｃｒｅｅｎ）とも呼
ばれ、ユーザ入力デバイスと情報および画像をユーザへ与えるための出力デバイスの両方
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として作用するようなタッチスクリーンである。タッチスクリーンはユーザ入力および出
力にとって好ましいが、トラックボール、キーボード、ジョイスティック、マウス、およ
び、同様のものなどの当該技術分野において知られる１つまたは複数のユーザ入力デバイ
スと併せて非タッチスクリーンなどの他の構成を併用して使用できることは言うまでもな
い。また、２つ以上のユーザ入力および／または出力デバイスが設けられてもよいことは
言うまでもない。例えば、制御スクリーン２０が、トラックボール、キーボード、ジョイ
スティック、および／または、マウスなどの少なくとも１つの他の入力デバイスと共に設
けられてもよい。
【００１４】
　また、さらなる実施形態では、入力または出力デバイス２０，２５のうちの１つまたは
複数が超音波診断装置１の一部を形成する必要がない。例えば、入力または出力デバイス
は、超音波診断装置１に対してケーブルにより接続できる別個のデバイスとなることがで
き、または、さもなければ、例えば無線通信および／またはネットワーク通信などによっ
て超音波診断装置１と通信できる。さらに、別個のメインディスプレイスクリーン１５お
よび制御スクリーン２０が設けられるのが有益であるが、メインディスプレイスクリーン
１５と制御スクリーン２０の両方として作用できる単一のスクリーンを設けることもでき
ることは言うまでもない。
【００１５】
　超音波プローブ１２は、生体を典型例とする被検体に対して超音波を送信し、当該送信
した超音波に基づく被検体からの反射波を受信するデバイス（探触子）であり、その先端
に複数に配列された圧電振動子（超音波トランスデューサ）、整合層、バッキング材等を
有している。圧電振動子は、超音波送信ユニット２１からの駆動信号に基づきスキャン領
域内の所望の方向に超音波を送信し、当該被検体からの反射波を電気信号に変換する。整
合層は、当該圧電振動子に設けられ、超音波エネルギーを効率良く伝播させるための中間
層である。バッキング材は、当該圧電振動子から後方への超音波の伝播を防止する。当該
超音波プローブ１２から被検体に超音波が送信されると、当該送信超音波は、体内組織の
音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、エコー信号として超音波プローブ１２
に受信される。このエコー信号の振幅は、反射することになった不連続面における音響イ
ンピーダンスの差に依存する。また、送信された超音波パルスが、移動している血流で反
射された場合のエコーは、ドプラ効果により移動体の超音波送受信方向の速度成分に依存
して、周波数偏移を受ける。本実施形態においては、超音波プローブ１２は、ボリューム
データを取得可能なものとして、二次元アレイプローブ（複数の超音波振動子が二次元マ
トリックス状に配列されたプローブ）、又はメカニカル４次元プローブ（超音波振動子列
をその配列方向と直交する方向に機械的に煽りながら超音波走査を実行可能なプローブ）
であるとする。しかしながら、当該例に拘泥されず、超音波プローブ１２は、複数の超音
波振動子が所定の方向に沿って配列された一次元アレイプローブであってもよい。
【００１６】
　入力装置１３は、装置本体１１に接続され、オペレータからの各種指示、レンダリング
条件、関心領域（ＲＯＩ）の設定指示、種々の画質条件設定指示等を装置本体１１にとり
こむための各種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス、キーボード等を有している
。
【００１７】
　超音波送信ユニット２１は、図示しないトリガ発生回路、遅延回路およびパルサ回路等
を有している。トリガ発生回路では、所定のレート周波数ｆｒ　Ｈｚ（周期；１／ｆｒ秒
）で、送信超音波を形成するためのトリガパルスが繰り返し発生される。また、遅延回路
では、チャンネル毎に超音波をビーム状に集束し且つ送信指向性を決定するのに必要な遅
延時間が、各トリガパルスに与えられる。パルサ回路は、このトリガパルスに基づくタイ
ミングで、プローブ１２に駆動パルスを印加する。
【００１８】
　超音波受信ユニット２２は、図示していないアンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、遅延回路、加
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算器等を有している。アンプ回路では、プローブ１２を介して取り込まれたエコー信号を
チャンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器では、増幅されたアナログのエコー信号をデジタ
ルエコー信号に変換する。遅延回路では、デジタル変換されたエコー信号に対し受信指向
性を決定し、受信ダイナミックフォーカスを行うのに必要な遅延時間を与え、その後加算
器において加算処理を行う。この加算により、エコー信号の受信指向性に応じた方向から
の反射成分が強調され、受信指向性と送信指向性とにより超音波送受信の総合的なビーム
が形成される。
【００１９】
　Ｂモード処理ユニット２３は、受信ユニット２２からエコー信号を受け取り、対数増幅
、包絡線検波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータを生成する。
【００２０】
　血流計測ユニット２４は、受信ユニット２２から受け取ったエコー信号から血流信号を
抽出し、血流データを生成する。血流の抽出は、通常ＣＦＭ（Color Flow Mapping）で行
われる。この場合、血流信号を解析し、血流データとして平均速度、分散、パワー等の血
流情報を多点について求める。
【００２１】
　ＲＡＷデータメモリ２５は、Ｂモード処理ユニット２３から受け取った複数のＢモード
データを用いて、三次元的な超音波走査線上のＢモードデータであるＢモードＲＡＷデー
タを生成する。また、ＲＡＷデータメモリ２５は、血流計測ユニット２４から受け取った
複数の血流データを用いて、三次元的な超音波走査線上の血流データである血流ＲＡＷデ
ータを生成する。なお、ノイズ低減や画像の繋がりを良くすることを目的として、ＲＡＷ
データメモリ２５の後に三次元的なフィルタを挿入し、空間的なスムージングを行うよう
にしてもよい。
【００２２】
　ボリュームデータ生成ユニット２６は、空間的な位置情報を加味した補間処理を含むＲ
ＡＷ－ボクセル変換を実行することにより、Ｂモードボリュームデータ、血流ボリューム
データを生成する。
【００２３】
　画像処理ユニット２８は、レンダリングユニットとしての機能を有し、ボリュームデー
タ生成ユニット２６から受け取るボリュームデータに対して、１つまたは複数のレンダリ
ングパラメータを用いたレンダリング処理（ボリュームレンダリング、サーフェスレンダ
リング等）を実行する。すなわち、画像処理ユニット２８は、ボリュームデータを使用し
て、当該技術分野において知られるレンダリング技術によって撮像データから写真のよう
によりリアルな描写の画像をレンダリングする。画像処理ユニット２８は、により使用さ
れるレンダリングプロセスは、例えば最も鮮明な、または、写真のように最もリアルな描
写の画像を生成するために選択されて最適化され得る、仮想光位置、カラーマップ、テク
スチャ、ラジオシティ、輝度、物体に対する光の散乱度合、物体に対する光の屈折度合、
物体に対する光の透過度合、空気に対する光の散乱度合、空気に対する光の屈折度合、空
気に対する光の透過度合、解像度、レンダリングを行う空間領域の範囲、レンダリングを
行う空間領域の位置などの複数のレンダリングパラメータ、或いはこれらのうちの少なく
とも一つを使用する。
【００２４】
　表示処理ユニット３０は、画像処理ユニット２８において生成・処理された各種撮像デ
ータに対し、ダイナミックレンジ、輝度（ブライトネス）、コントラスト、γカーブ補正
、ＲＧＢ変換等の各種を実行する。
【００２５】
　制御プロセッサ３１は、情報処理装置（計算機）としての機能を持ち、各構成要素の動
作を制御する。また、制御プロセッサ３１は、後述するサムネイル画像を用いたパラメー
タ調整機能に従う処理を実行する。
【００２６】
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　記憶ユニット３２は、後述するサムネイル画像を用いたパラメータ調整機能を実現する
ためのプログラム、診断プロトコル、送受信条件、その他のデータ群が保管されている。
また、必要に応じて、図示しない画像メモリ中の画像の保管などにも使用される。記憶ユ
ニット３２のデータは、インターフェースユニット３３を経由して外部周辺装置へ転送す
ることも可能となっている。
【００２７】
　インターフェースユニット３３は、入力装置１３、ネットワーク、新たな外部記憶装置
（図示せず）に関するインターフェースである。インターフェースユニット３３を介して
、他の装置を本超音波診断装置本体１１に接続することも可能である。また、当該装置に
よって得られた超音波画像等のデータや解析結果等は、インターフェースユニット３３よ
って、ネットワークを介して他の装置に転送可能である。
【００２８】
　なお、後述するサムネイル画像を用いたパラメータ調整機能を医用画像処理装置に適用
する場合には、図２の破線内の構成を具備するものとなる。
【００２９】
　（サムネイル画像を用いたパラメータ調整機能）
　次に、本超音波診断装置１が有するサムネイル画像を用いたパラメータ調整機能につい
て説明する。この機能は、複数のレンダリング条件に対応する複数のサムネイル画像を生
成して表示し、その中から所望のサムネイル画像を選択させることで、レンダリング画像
生成に用いる所望のレンダリング条件の設定を簡単且つ迅速にするものである。ここで、
レンダリング条件とは、レンダリングに用いるパラメータ（レンダリングパラメータ）の
値によって定義される条件である。当然ながら、レンダリング条件を構成するレンダリン
グパラメータは、一つであっても複数であってもよい。なお、レンダリングパラメータと
しては、仮想光位置（光源位置）、カラーマップ、ラジオシティ、輝度、テクスチャ等を
挙げることができる。なお、本実施形態においては、画像処理ユニット２８の処理におい
て用いられるレンダリングパラメータを、本サムネイル画像を用いたパラメータ調整機能
の対象とする。しかしながら、当該例に拘泥されず、例えば、表示処理ユニット３０の処
理において用いられる表示パラメータについても、本サムネイル画像を用いたパラメータ
調整機能の対象とすることができる。
【００３０】
　また、以下においては、説明を具体的にするため、診断対象（映像化の対象）は母親の
子宮内の胎児であるとする。しかしながら、当該例に拘泥されず、例えば心臓、膵臓、肝
臓、胆嚢、胆管、腎臓、脾臓、または、膀胱などの身体の臓器、体内の針等を映像化対象
としても良い。
【００３１】
　図３は、同一の撮像データにつき、それぞれ異なるレンダリング条件（同図の例では、
光源位置）に対応する複数のサムネイル画像を例示した図である。これらのサムネイル画
像は、画像処理ユニット２８によって、他のサムネイル画像５０のそれぞれをレンダリン
グするために使用される値とは異なる少なくとも１つのレンダリングパラメータの値を使
用してレンダリングされ、制御スクリーン２０において表示される。また、画像処理ユニ
ット２８は、図３に示した各サムネイル画像５０に対応する（同一の撮像データに基づく
）レンダリング画像を生成する。
【００３２】
　なお、各サムネイル画像５０は、実施形態において、各サムネイル画像５０をレンダリ
ングするために使用される少なくとも１つのレンダリングパラメータの値は、少なくとも
１つのレンダリングパラメータの事前設定値、または、少なくとも１つのレンダリングパ
ラメータの値の予め設定された範囲内の値を備える。例えば、仮想光位置を備えるレンダ
リングパラメータの場合には、各サムネイル画像５０が、図３に示される例などのように
、同じ撮像データからレンダリングされるが事前設定値に基づいて異なる仮想光位置を使
用する画像を示す。
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【００３３】
　このとき、ユーザは、図３の如く与えられたサムネイル画像５０のうちのいずれがユー
ザに最も許容できるのかを単に特定することにより、少なくとも１つのレンダリングパラ
メータのいずれの値が最良の画像を与えるのかを選択できる。ユーザは、例えば、制御ス
クリーン２０上の好ましいサムネイル画像５０を押すことによって（したがって、サムネ
イル画像が仮想ボタンとしての役目を果たしてもよい）、または、マウスもしくはトラッ
クボールにより移動されるポインタを使用してサムネイル画像５０を選択することによっ
て、または、望ましいサムネイル画像５０と関連付けられるキーもしくはボタンを選択す
ることによって、レンダリングパラメータの値の選択を行なうことができる。ユーザによ
って所定のサムネイル画像５０が選択されると、選択されたサムネイル画像５０に対応す
るレンダリング条件（すなわち、少なくとも１つのレンダリングパラメータの値）は、以
後、画像処理ユニット２８が用いる少なくとも１つのレンダリングパラメータにおけるデ
フォルト値になる。
【００３４】
　上述した様に、ユーザにより選択され得るレンダリングパラメータの候補は事前設定と
して表わされる。しかしながら、当該例に拘泥されず、例えば、レンダリングパラメータ
の候補の事前設定値は、製造中に製造メーカもしくは供給元による推奨値が設定されてい
てもよい。また、その後のユーザやサービスマンによる個別の設定によって更新されても
よい。さらに、当該超音波診断装置１において利用されたレンダリング条件を学習するこ
とで、自動的に更新、設定するようにしてもよい。レンダリングパラメータは、例えば、
レンダリングパラメータの特定の範囲にわたって及ぶように、または、そのような範囲に
わたって均一な値の広がりを与えるように（例えば等間隔の離散的な値、或いは特定の範
囲の代表的な値を定義するように）設定され得る。
【００３５】
　本実施形態においては、サムネイル画像５０がリアルタイムで更新されるように、現在
またはごく最近収集された撮像データに基づいてレンダリングされる。この場合、各サム
ネイル画像は、メインディスプレイスクリーン１５に表示されるレンダリング画像のレプ
リカに対応することになる。しかしながら、特定の状況においては、計算的に要求が厳し
くなる可能性があり、また、ユーザがメインスクリーン１５を操作する際にプローブを移
動させてしまう場合がある。従って、必要に応じて、一定期間更新を行わず（静止表示し
たままとし）、一定期間経過後に定期的に各サムネイル画像５０を更新する構成、或いは
、特定の条件が満たされるときにだけ、例えば超音波診断装置１とのユーザ入力操作（例
えば、回転、４Ｄ撮像、および／または、閾値化などの機能を使用することによる入力操
作）が終わったと決定されるとき、および／または、他のプロセスによる処理装置３０の
利用が特定のレベルを下回るときにだけ更新する構成にしてもよい。
【００３６】
　また、例えば、ユーザのマニュアル操作による制御スクリーン２０や入力装置１３から
の更新指示入力に応答して、各サムネイル画像５０を更新するようにしてもよい。また、
超音波プローブ１２を用いて現在撮像している超音波画像をリアルタイムで監視し、当該
超音波画像が一定以上変化したことをトリガとして、各サムネイル画像５０を更新するよ
うにしてもよい（なお、超音波画像の変化の要因としては、超音波プローブ１２の位置の
変化或いは撮像対象物の動き等がある）。さらに、同じく超音波プローブ１２を用いて現
在撮像している超音波画像をリアルタイムで監視し、当該超音波画像の変化が一定値以内
になったこと（超音波画像が落ち着いたこと）をトリガとして、各サムネイル画像５０を
更新するようにしてもよい（なお、超音波画像の変化が一定値以内になる要因としては、
超音波プローブ１２の変動或いは撮像対象物の動きがなくなること等がある）。
【００３７】
　上記複数のサムネイル画像の中から所望のサムネイル画像を選択する処理は、例えば、
装置とのユーザ入力操作形式によって実現される。制御プロセッサ３１は、ユーザ入力操
作が終わった時期を決定するための任意の適した技術を使用することができる。例えば、
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制御プロセッサ３１は、超音波診断装置のユーザ入力デバイス、例えば、入力ボタン、ノ
ブ、キーボード、マウス、または、トラックボールのうちの１つまたは複数とユーザとの
最後の入力操作以後の経過時間を監視するように構成される。経過時間が閾値時間よりも
長い場合、制御プロセッサ３１は、ユーザ入力操作が終わったと決定し、サムネイル画像
５０を更新する。これに加えて、または、これに代えて、実施形態において、制御プロセ
ッサ３１は、測定プローブ４の移動、または、測定プローブ４による測定から得られる画
像の移動を監視して、移動量、移動速度、及び画像の変化量が閾値期間にわたって閾値を
下回ると、ユーザ入力操作が終わったと決定する。
【００３８】
　図４は、サムネイル画像を用いたパラメータ調整機能において実行されるサムネイル画
像の更新処理の流れを示したフローチャートである。以下、各ステップにおける処理の内
容について説明する。なお、第１の段階２０５では、撮像データから得られる撮像ボリュ
ームの画像がメインスクリーン１５上に与えられる。この場合、与えられる画像がレンダ
リング画像であれば、撮像データからレンダリング画像を生成するために、事前に設定さ
れた現在または既存のレンダリングパラメータが使用される。
【００３９】
　その後、段階２１０において、ユーザは、望ましい撮像ボリュームを選択するとともに
、回転撮像、４Ｄ撮像、および、閾値化などの超音波診断装置１の機能を使用するために
例えば超音波プローブ１２を移動させることにより、通常の態様で超音波診断装置１と入
力操作できる。ユーザが超音波診断装置１と現在入力操作していると決定される間、メイ
ンディスプレイスクリーン１５上に与えられる画像が必要に応じて従来の方法で更新され
る。
【００４０】
　ユーザ入力操作が停止されたことが決定されると、段階２１５において、検出されたユ
ーザ入力操作の前にサムネイル画像５０を形成するために使用された撮像データの代わり
に、現在または最新の撮像データを用いて、サムネイル画像５０のそれぞれが更新される
。
【００４１】
　ステップ２２０では、現在または最新の撮像データを用いてサムネイルのそれぞれが更
新されるまで、サムネイル更新ステップが繰り返される。図５は、図３に示した複数のサ
ムネイル画像５０が、当該更新処理によって新たに更新されたサムネイル画像５０’を例
示したものである。この場合、撮像データが更新される間、関連する（すなわち、同じレ
ンダリング条件に対応する）サムネイル画像５０，５０’のそれぞれを生成するために使
用される各事前設定のレンダリングパラメータは同じままである。
【００４２】
　サムネイル画像の更新には、種々の基準を採用することができる。例えば、制御プロセ
ッサ３１は、超音波画像撮像の最中に、所定の時間が経過する間にどのくらいの画像変化
が引き起こされたらサムネイル画像を更新するかを例えばユーザ入力操作によって決定す
るようにしてもよい。また、例えば、画像変化量が所定の閾値よりも大きいときにだけサ
ムネイル画像または他の出力画像を更新するようにしてもよい。画像変化量は、任意の適
した技術を使用して、例えば絶対差の和（ＳＡＤ）技術を使用して決定され得る。そのよ
うなＳＡＤ技術では、最新の画像と前の画像との間の各ピクセルにおける差を合計するこ
とによって絶対差が計算される。絶対差値が所定の閾値よりも大きければ、サムネイル画
像が更新される。
【００４３】
　また、レンダリングパラメータの選択を階層的態様で実現するようにしても良い。これ
により、ユーザは、１つまたは複数のレンダリングパラメータの値の連続的な微調整を可
能にするために階層的な一連のパラメータ選択ユーザインターフェースによって掘り下げ
ることができる。例えば、ユーザが事前設定のうちの１つのレンダリング条件を選択する
。制御プロセッサ３１は、複数のサムネイル画像に対応し現在設定されている複数のレン
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ダリング条件を、選択されたレンダリング条件を基準として、新たな複数のレンダリング
条件に変更する。この変更後の新たな複数のレンダリング条件は、選択前に表示された複
数のサムネイル画像に対応するレンダリング条件の変域幅よりも狭い変域幅を持つもので
ある。画像処理ユニット２８は、変更後の複数のレンダリング条件に対応する複数のサム
ネイル画像を生成する。生成された複数のサムネイル画像は、選択前に表示された複数の
サムネイル画像に対応するレンダリング条件の変域幅よりも狭い変域幅を表すものとして
、制御スクリーン２０に例えば図３、図５に示す複数のサムネイル画像５０，５０’の如
く表示される。
【００４４】
　サムネイル画像５０，５０’のそれぞれを生成するために使用された新たな各レンダリ
ング条件（すなわち、新たな各レンダリングパラメータ値）は、既に選択されたサムネイ
ル像に対応するレンダリング条件を基準値として設定されたものであり、所定の範囲内に
ある。例えば、変更前の複数のサムネイル画像に対応する各レンダリングパラメータ値が
、１０、２０、３０・・・９０と１０単位で離散的にレンダリングパラメータ値を９段階
に変化させるものである場合に、ユーザがレンダリングパラメータ値「３０」を選択した
とすれば、新たなレンダリング条件としてのレンダリングパラメータ値の範囲は、選択さ
れた「３０」を中央値として、例えば「２２、２４、２６、２８、３０、３２、３４、３
６、３８」の新たな９段階で設定される。ユーザは、さらに詳細に設定されたレンダリン
グ条件の中から所望の条件を選択することで、さらに希望に近いレンダリング画像を生成
し表示させることができる。言うまでもなく、制御プロセッサ３１は、レンダリングパラ
メータ選択プロセスの任意の所要レベルの感度を与えるために階層的なさらなるユーザイ
ンターフェースを与えてもよい。
【００４５】
　レンダリングパラメータの感度調整を行なうための上記の階層的方法に加えて、または
、それに代えて、レンダリングパラメータの値をマニュアル入力等をも含めた複合入力に
より、調整可能とすることが好ましい。その場合、先に詳述したようなレンダリングされ
たサムネイル画像を使用する事前設定の選択と、入力装置１３を使用する１つまたは複数
のレンダリングパラメータの値の変化の両方を使用して、レンダリングパラメータの値を
選択、変更、調整できる。好適には、１つの方法またはユーザ入力デバイス、例えば前述
したような事前設定の選択を使用して、レンダリングパラメータのおおよその値または範
囲を選択でき、また、トラックボールまたはマウスなどの入力装置１３を使用して、レン
ダリングパラメータの値を選択された範囲内または選択されたおおよその値付近に微調整
できる。
【００４６】
　なお、事前設定が制御スクリーンから選択されるときにトラックボールまたはマウスな
どの入力装置１３の感度を自動的に変えることができるのが有益である。例えば、いくつ
かの実施形態では、事前設定が制御スクリーン２０から選択されるときに、入力装置１３
の所定の移動量におけるレンダリングパラメータの値の変化量が減少される。これは、望
ましい入力パラメータを選択する容易さをさらに向上させる。
【００４７】
　また、上記サムネイル画像を用いたパラメータ調整機能を使用して、複数のレンダリン
グパラメータにおける値を選択することも可能である。この場合、調整すべきレンダリン
グパラメータ毎にサムネイル画像５０，５０’が生成され表示されることになる。このよ
うに複合的に調整され得る異なるレンダリングパラメータの例としては、仮想光位置、カ
ラーマップ、ラジオシティ、輝度、テクスチャ、および、同様のものが挙げられる。その
後、レンダリングパラメータのいずれかの値を前述したように選択できる。
【００４８】
　また、異なるレンダリング条件に対応する複数のサムネイル画像５０，５０’を制御ス
クリーン２０等に表示する場合、様々な形態を採用することができる。例えば、グリッド
状に、ループ状または円状に、直線配置で、あるいは、不均一な配置で表示したり、パタ
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ーンまたは配置等とレンダリング条件の変域や値とを対応させて表示することができる。
【００４９】
　好適には、画像サムネイル５０，５０’は、特に特性が位置を表わすときに、サムネイ
ル画像が表わすレンダリングパラメータの特性または値を代表するような態様で配置され
得る。例えば、サムネイル画像５０，５０’が撮像物体の左側の仮想光源の位置を表わす
場合には、そのサムネイル画像５０，５０’を制御スクリーン２０の左側に設けることが
できる。また、撮像物体の上側または後側の仮想光源の位置を表わすサムネイル画像５０
，５０’を制御スクリーン２０の上部に位置させることができる。すなわち、制御スクリ
ーン２０上のサムネイル画像５０，５０’の位置が撮像物体に対する仮想光源の位置を示
すようにする。
【００５０】
　また、他の例では、サムネイル画像５０，５０’が輝度を表わし、また、サムネイル画
像５０，５０’が直線状に配置され、その場合、最も高い輝度を表わすサムネイル画像５
０，５０’が制御スクリーン２０の上部に設けられ、次に続く下側のサムネイル画像５０
，５０’が次に低い輝度値を表わす。
【００５１】
　（効果）
　以上述べたサムネイル画像を用いたパラメータ調整機能により、入力装置１３を使用し
て全てのレンダリング条件を設定しなければならなかった場合に比して、探索する必要が
あるレンダリングパラメータ空間（すなわち、探索する必要があるレンダリングパラメー
タの変域）を圧倒的に減少させることができる。また、サムネイル画像を用いたパラメー
タ調整機能と、トラックボールまたはマウスなどの入力装置１３によるレンダリング条件
の入力を併用することにより、レンダリングパラメータの値の選択において高い精度を実
現することができる。また、制御スクリーン２０上のレンダリングされたサムネイル画像
５０，５０’により表わされる事前設定の使用を通じて探られるべきパラメータ空間を急
速に且つ直観的に減らすことによって、レンダリングパラメータの望ましい値を選択する
ために必要な時間が減少される。
【００５２】
　また、上述したレンダリングパラメータの感度調整の階層的方法を用いることで、より
狭い範囲のレンダリングパラメータ値を表わす複数のサムネイル画像５０，５０’を表示
し、例えば入力装置１３を使用して選択され得るパラメータの最大値および最小値を制限
することができる。その結果、例えば入力装置１３からのマニュアル操作によって、その
後に選択され得るレンダリングパラメータの値の範囲を自動的且つ合理的に減少させるこ
とができる。
【００５３】
　一般に、画像処理ユニット２８の様なレンダリングユニットを用いた場合、より現実的
な画像を潜在的に与えることができ、撮像データにより表わされる被検体および物体との
間のより大きな差別化を可能にし得る。また、最良のレンダリング画像を得るために最適
または適切なレンダリングパラメータを決定することが必要である。最適なレンダリング
パラメータの選択を可能にするための技術としては、例えば、撮像データからレンダリン
グされるリアルタイム画像をメインディスプレイスクリーン１５上で示すこと、トラック
ボールなどの入力装置１３のうちの１つを使用してユーザが撮像物体に対する仮想光位置
などのレンダリングパラメータのうちの１つまたは複数を変える。ユーザが入力装置１３
を操作すると、それに応じて、レンダリングパラメータ、および、メインディスプレイス
クリーン１５上に表示される結果として得られるレンダリング画像が変えられる。しかし
ながら、このプロセスは、ユーザが最適なレンダリング画像を生成するために入力装置１
３を使用してレンダリングパラメータ空間にわたって操作する（すなわち、多くのパラメ
ータ値を入力する）間、多大な時間と膨大な計算を必要とし得る。また、このプロセスは
、最適なレンダリングパラメータに狙いを定めるために高いレベルのユーザ経験および専
門的知識も必要とし得る。従って、レンダリングパラメータ値の設定は、ユーザにとって
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負担となり、また、画像診断の質のばらつきの原因となるものでもあった。
【００５４】
　本超音波診断装置１では、レンダリングパラメータを変更、調整、選択する場合に、複
数のレンダリングパラメータのそれぞれに対応するサムネイル画像を生成して制御スクリ
ーン２０に表示し、ユーザに提供する。ユーザは、表示された複数のサムネイル画像を観
察し、その中から希望する映像に近いサムネイル画像を選択することで、レンダリングパ
ラメータを適切に選択することができる。これにより、撮像データを用いて画像をレンダ
リングする場合に、直観的且つ簡単にパラメータを変更、選択することができる。
【００５５】
　なお、上記実施形態の各機能は、コンピュータ可読命令を有するコンピュータプログラ
ムによって与えられることも可能である。また、各機能は、ソフトウェア、ハードウェア
、または、ハードウェアとソフトウェアとの任意の適した組み合わせによって与えられて
もよい。いくつかの実施形態において、様々なユニットは、１つまたは複数のＡＳＩＣ（
特定用途向け集積回路）またはＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）とし
て実施されてもよい。
【００５６】
　上記実施形態では、特定のユニットについて説明してきたが、当該例に拘泥されず、そ
れらのユニットのうちの１つまたは複数の機能性を、単一のユニット、処理リソース、ま
たは、他のコンポーネントによって与えることができ、または、単一のユニットにより与
えられる機能性を２つ以上のユニットまたは他のコンポーネントの組み合わせによって与
えることができる。単一のユニットへの言及は、そのユニットの機能性を与える複数のコ
ンポーネントを、そのようなコンポーネントが互いに離れているか否かにかかわらず包含
し、また、複数のユニットへの言及は、それらのユニットの機能性を与える単一のコンポ
ーネントを包含する。
【００５７】
　また、上記実施形態では、複数のサムネイル画像に対応する（或いは複数のレンダリン
グ条件に対応する）複数のレンダリング画像を予め生成して記憶し、選択されたサムネイ
ル画像に応じて読み出して再生（表示）する構成であるとした。しかしながら、レンダリ
ング画像を生成するタイミングは、当該例に拘泥されない。例えば、複数のレンダリング
条件に対応する複数のサムネイル画像のみを表示し、選択されたサムネイル画像に対応す
るレンダリング画像のみをその都度生成し、再生（表示）するようにしてもよい。
【００５８】
　さらに、例えばレンダリング条件を仮想光源の位置とする場合に、仮想光源の位置と各
サムネイル画像の画面上での表示位置とが対応するように、複数のサムネイル画像の表示
形態を制御するようにしてもよい。例えば、向かって画面の最も左端にあるサムネイル画
像は仮想光源が最も左側に位置するレンダリング条件に対応するものとし、向かって画面
の最も右端にあるサムネイル画像は仮想光源が最も右側に位置するレンダリング条件に対
応するものとして表示する。或いは、複数のサムネイル画像を例えば図３、図５等の様に
マトリックス状に表示する場合には、左上から右下に進むに従って、仮想光源が左から右
に移動するものとして複数のサムネイル画像を表示する。すなわち、左上に表示されたサ
ムネイル画像における仮想光源の位置は、右下に表示されたサムネイル画像における仮想
光源の位置に比べて左上側に設定され、他のサムネイル画像においても画像表示位置に合
わせ光源位置が相対的に変化する。このように仮想光源の位置と各サムネイル画像の画面
上での表示位置とを対応付ることで、ユーザは、制御スクリーン２０上等においてサムネ
イル画像間のレンダリング条件の違いを極めて直観的に把握することができる。
【００５９】
　特定の実施形態について説明してきたが、これらの実施形態は、単なる一例として与え
られており、本発明の範囲を限定しようとするものではない。実際には、本明細書に記載
される新規な方法およびシステムが様々な他の形態で具現化されてもよい。また、本発明
の思想から逸脱することなく、本明細書に記載される方法およびシステムの形態において
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様々な省略、置換、および、変更がなされてもよい。添付の特許請求の範囲およびそれら
と等価なものは、本発明の範囲内に入るそのような形態および改良を網羅するようになっ
ている。
【符号の説明】
【００６０】
１…超音波診断装置、１１…装置本体、１２…超音波プローブ、１３…入力装置、１５…
メインディスプレイモニター、２０…制御スクリーン、２１…超音波送信ユニット、２２
…超音波受信ユニット、２３…Ｂモード処理ユニット、２４…血流計測ユニット、２５…
ＲＡＷデータメモリ、２６…ボリュームデータ生成ユニット、２８…画像処理ユニット、
３０…表示処理ユニット、３１…制御プロセッサ（ＣＰＵ）、３２…記憶ユニット、３３
…インターフェースユニット、５０、５０´…サムネイル画像

【図１】 【図２】
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